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そ
こ
で
運
搬
距
離
が
短
く
、
ダ
ム
築
造
時
に
築
堤
材
料
と

し
て
採
取
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
貯
水
池
左
岸
上
流
を
土
取

場
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
土
取
場
か
ら
採
取
さ
れ
る
盛
土

材
の
多
く
は
計
画
時
の
W
o
p
t≒

三
五
%
と
高
含
水
比

材
料
の
泥
岩
で
あ
り
、
雨
水
に
よ
り
脆
弱
化
す
る
懸
念
が

あ
っ
た
。
ま
た
土
取
場
内
の
採
取
位
置
に
よ
り
粒
度
、
含

水
比
等
が
異
な
る
た
め
、
盛

土
材
料
の
管
理
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
（
五
箇
所
）
を

行
い
、
ど
の
よ
う
な
性
状
を

持
つ
材
料
が
分
布
し
て
い
る

か
を
把
握
し
、
細
粒
分
の
多

い
エ
リ
ア
は
地
表
付
近
を
密

実
に
仕
上
げ
る
た
め
の
材
料

と
し
て
、
施
工
の
最
終
年
度

に
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

採
取
し
た
材
料
は
ス
ト
ッ
ク

パ
イ
ル
方
式
で
仮
置
き
し
た
。

ま
た
雨
天
に
備
え
て
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
は
大
型
テ
ン
ト

（
二
〇
×
二
〇
×
一
〇
m
）

を
設
置
し
て
約
一
日
分

（
一
三
〇
〇
㎥ 
）の
盛
土
材
を

保
管
し
、
降
雨
後
に
は
速
や

か
に
盛
土
作
業
が
再
開
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

盛
土
材
の
採
取
に
お
い
て

は
土
取
場
を
一
九
ブ
ロ
ッ
ク

（
各
面
積
四
〇
〇
㎡ 
）に
分
割

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
掘
削
す

る
こ
と
で
露
頭
面
積
を
最
小

限
と
し
、
降
雨
に
よ
る
泥
濘

化
を
防
止
し
た
。
ま
た
材
料

の
採
取
は
、
日
照
時
間
が
長
く
乾
燥
の
早
い
五
月
〜
九
月

に
か
け
て
大
半
を
実
施
し
た
。

⑵
盛
土
材
の
運
搬

　

狭
隘
な
地
形
条
件
に
対
応
す
る
た
め
、
盛
土
材
の
運
搬

に
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
採
用
し
た
。
土
取
場
か
ら
堤
体

頂
部
に
は
フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
、
堤
体
頂

部
か
ら
中
央
に
か
け
て
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
式
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
を
設
置
し
た
。
ま
た
盛
土
施
工
期
間
が
堤
体
安
定
上
、

農
閑
期
で
ダ
ム
水
位
低
下
が
可
能
な
九
月
中
旬
〜
降
雪
ま

で
の
時
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
期
間
中
に
お
い

て
も
一
㎜ 
以
上
降
雨
時
に
は
施
工
不
能
と
い
う
厳
し
い

工
程
の
制
約
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
堤
体
下
部
の
盛
土
に
お

い
て
は
、
事
前
に
下
流
に
盛
立
材
料
を
仮
置
き
し
て
お
き
、

盛
立
面
の
任
意
な
位
置
に
材
料
を
供
給
で
き
る
自
走
式
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
用
い
て
運
搬
し
た
。
こ
れ
ら
の
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
配
置
の
工
夫
に
よ
り
、
不
整
地
運
搬
車
が
不
要

と
な
り
、
作
業
効
率
が
向
上
し
た
。

　

堤
体
の
腹
付
盛
土
の
進
捗
に
応
じ
て
、
堤
体
上
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
は
順
次
撤
去
し
、
堤
頂
部
の
盛
土
は
自
走
式

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
中
央
に
配
置
し
て
上
流
側
、
下
流
側

と
分
け
て
施
工
し
、
盛
土
の
進
捗
に
伴
う
面
積
が
狭
く
な

る
最
終
段
階
に
お
い
て
は
全
面
一
層
で
盛
立
て
を
完
了
し

た
。

　

盛
土
材
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
高
含
水
比
泥
岩
で
あ
る

た
め
、
事
前
試
験
で
は
コ
ン
ベ
ア
の
ベ
ル
ト
に
細
粒
分
が

付
着
し
、
ま
た
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
ホ
ッ
パ
ー
へ
の
材
料

投
入
速
度
が
早
ま
る
と
ホ
ッ
パ
ー
内
で
の
閉
塞
が
発
生
す

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
ベ
ル
ト
に
は

高
分
子
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ベ
ル
ト
を
採
用
し
て
付
着
を

抑
制
し
、
ホ
ッ
パ
ー
に
は
側
面
に
ノ
ッ
カ
ー
二
基
を
配
置
、

内
側
に
は
高
分
子
樹
脂
を
塗
布
し
、
さ
ら
に
乗
継
部
に
は
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 浸透量観測施設

図 1　ダム堤体断面図

図 2　平面図
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1 

は
じ
め
に

　

旭
川
地
区
は
、
秋
田
県
内
陸
南
部
の
横
手
盆
地
に
位
置

す
る
三
、一
五
九
ha
の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
横
手
市
、
大

仙
市
お
よ
び
仙
北
郡
美
郷
町
を
ま
た
い
で
広
が
っ
て
い

る
。
同
地
区
の
農
業
水
利
施
設
は
、
国
営
雄
物
川
筋
土
地

改
良
事
業
（
昭
和
二
十
一
年
度
〜
五
十
五
年
度
）
に
よ
り

築
造
さ
れ
た
が
、
近
年
は
老
朽
化
が
進
行
す
る
と
と
も

に
、
ダ
ム
等
の
施
設
は
大
規
模
地
震
に
対
し
て
必
要
と
さ

れ
る
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
に
損
傷

が
生
じ
た
場
合
は
地
域
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
ま
た
地
区
の
一
部
で
は
河
川
形
状
の
変
化
等

に
よ
り
取
水
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
そ
こ
で
国
営
耐
震
一
体
型

か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
ダ

ム
、
頭
首
工
お
よ
び
用
水
路
の
改
修
、
耐
震
化
対
策
、
取

水
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
社
が
改
修
し
た
あ
い
の
の
ダ
ム
は
、
昭
和
二
十
七
〜

三
十
六
年
度
に
か
け
て
造
成
さ
れ
た
ア
ー
ス
フ
ィ
ル
ダ

ム
で
、
供
用
開
始
か
ら
六
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

耐
震
性
能
照
査
の
結
果
、
ダ
ム
堤
体
お
よ
び
取
水
塔
塔
体

が
基
準
値
を
満
た
さ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、「
旭
川

農
業
水
利
事
業　

あ
い
の
の
ダ
ム
改
修
そ
の
他
工
事
」
と

し
て
、
ダ
ム
堤
体
お
よ
び
取
水
塔
の
耐
震
補
強
お
よ
び
取

水
ゲ
ー
ト
等
の
改
修
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

2 

E
C
I
方
式
の
採
用

　
「
旭
川
農
業
水
利
事
業　

あ
い
の
の
ダ
ム
改
修
そ
の
他

工
事
」
は
、
特
に
施
工
条
件
に
厳
し
い
制
約
（
盛
立
工
事

は
約
二
ヶ
月
/
年
の
工
程
制
約
が
あ
る
こ
と
、
盛
土
材
料

が
変
質
し
や
す
い
性
状
で
あ
る
こ
と
等
）
が
あ
り
、
特
に

堤
体
工
事
に
お
い
て
は
既
設
堤
体
の
安
全
性
を
確
認
し
な

が
ら
品
質
・
工
程
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
技
術

的
難
易
度
が
高
く
、
標
準
的
な
工
法
の
適
用
が
困
難
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
工
事
は
技
術
提
案
を
広
く
公
募
し
、

最
も
優
れ
た
提
案
に
よ
り
工
事
目
的
の
達
成
に
対
応
す
る

技
術
提
案
・
交
渉
方
式
（
技
術
協
力
・
施
工
タ
イ
プ
、

E
C
I
：Early Contractor Involvem

ent

）
に
よ
り

発
注
さ
れ
た
。
技
術
提
案
の
結
果
、
当
社
が
優
先
交
渉
権

者
に
選
定
さ
れ
価
格
等
の
交
渉
も
成
立
し
た
た
め
、
施
工

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
東
北
農
政
局
に
お
い
て
は
、
抱

返
頭
首
工
整
備
工
事
に
続
く
二
件
目
の
E
C
I
方
式
を
活

用
し
た
工
事
で
あ
る
。

3 

ダ
ム
堤
体
耐
震
補
強
の
概
要

　

あ
い
の
の
ダ
ム
は
堤
高
四
〇
・
八
m
、
堤
頂
長

一
三
二
・
九
m
、
堤
体
積
二
九
三
、〇
〇
〇
㎥ 
の
均
一
型

ア
ー
ス
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
る
。
耐
震
改
修
工
事
と
し
て
は
、

ダ
ム
既
設
堤
体
の
一
部
撤
去
二
〇
、〇
〇
〇
㎥ 
、
腹
付
盛

土
四
二
、八
〇
〇
㎥ 
、
法
面
工
五
、二
〇
〇
㎡ 
、
そ
の
他
付

帯
工
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
「
現
状
で
不

足
し
て
い
る
堤
体
の
安
全
率
一
・
二
を
確
保
す
る
高
さ
ま

で
の
腹
付
盛
土
工
事
」
と
「
耐
震
性
に
課
題
の
あ
る
パ
ラ

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
堤
頂
部
を
撤
去
し
再
築
造
す
る
工
事
」

か
ら
な
る
。
図
1
に
ダ
ム
堤
体
断
面
図
、
図
2
に
平
面
図

を
示
す
。

4 

腹
付
け
盛
土
の
施
工

⑴
盛
土
材
の
採
取

　

ダ
ム
天
端
道
路
お
よ
び
周
辺
の
市
道
は
幅
員
四
m
と
狭

隘
で
、
車
両
の
離
合
可
能
箇
所
も
少
な
い
た
め
、
大
量
の

腹
付
盛
土
材
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ECI方式活用による
あいののダム耐震改修工事の施工
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そ
こ
で
運
搬
距
離
が
短
く
、
ダ
ム
築
造
時
に
築
堤
材
料
と

し
て
採
取
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
貯
水
池
左
岸
上
流
を
土
取

場
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
土
取
場
か
ら
採
取
さ
れ
る
盛
土

材
の
多
く
は
計
画
時
の
W
o
p
t≒

三
五
%
と
高
含
水
比

材
料
の
泥
岩
で
あ
り
、
雨
水
に
よ
り
脆
弱
化
す
る
懸
念
が

あ
っ
た
。
ま
た
土
取
場
内
の
採
取
位
置
に
よ
り
粒
度
、
含

水
比
等
が
異
な
る
た
め
、
盛

土
材
料
の
管
理
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
（
五
箇
所
）
を

行
い
、
ど
の
よ
う
な
性
状
を

持
つ
材
料
が
分
布
し
て
い
る

か
を
把
握
し
、
細
粒
分
の
多

い
エ
リ
ア
は
地
表
付
近
を
密

実
に
仕
上
げ
る
た
め
の
材
料

と
し
て
、
施
工
の
最
終
年
度

に
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

採
取
し
た
材
料
は
ス
ト
ッ
ク

パ
イ
ル
方
式
で
仮
置
き
し
た
。

ま
た
雨
天
に
備
え
て
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
は
大
型
テ
ン
ト

（
二
〇
×
二
〇
×
一
〇
m
）

を
設
置
し
て
約
一
日
分

（
一
三
〇
〇
㎥ 
）の
盛
土
材
を

保
管
し
、
降
雨
後
に
は
速
や

か
に
盛
土
作
業
が
再
開
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　

盛
土
材
の
採
取
に
お
い
て

は
土
取
場
を
一
九
ブ
ロ
ッ
ク

（
各
面
積
四
〇
〇
㎡ 
）に
分
割

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
掘
削
す

る
こ
と
で
露
頭
面
積
を
最
小

限
と
し
、
降
雨
に
よ
る
泥
濘

化
を
防
止
し
た
。
ま
た
材
料

の
採
取
は
、
日
照
時
間
が
長
く
乾
燥
の
早
い
五
月
〜
九
月

に
か
け
て
大
半
を
実
施
し
た
。

⑵
盛
土
材
の
運
搬

　

狭
隘
な
地
形
条
件
に
対
応
す
る
た
め
、
盛
土
材
の
運
搬

に
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
採
用
し
た
。
土
取
場
か
ら
堤
体

頂
部
に
は
フ
リ
ー
ラ
イ
ン
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
、
堤
体
頂

部
か
ら
中
央
に
か
け
て
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
式
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
を
設
置
し
た
。
ま
た
盛
土
施
工
期
間
が
堤
体
安
定
上
、

農
閑
期
で
ダ
ム
水
位
低
下
が
可
能
な
九
月
中
旬
〜
降
雪
ま

で
の
時
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
そ
の
期
間
中
に
お
い

て
も
一
㎜ 
以
上
降
雨
時
に
は
施
工
不
能
と
い
う
厳
し
い

工
程
の
制
約
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
堤
体
下
部
の
盛
土
に
お

い
て
は
、
事
前
に
下
流
に
盛
立
材
料
を
仮
置
き
し
て
お
き
、

盛
立
面
の
任
意
な
位
置
に
材
料
を
供
給
で
き
る
自
走
式
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
用
い
て
運
搬
し
た
。
こ
れ
ら
の
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
配
置
の
工
夫
に
よ
り
、
不
整
地
運
搬
車
が
不
要

と
な
り
、
作
業
効
率
が
向
上
し
た
。

　

堤
体
の
腹
付
盛
土
の
進
捗
に
応
じ
て
、
堤
体
上
の
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
は
順
次
撤
去
し
、
堤
頂
部
の
盛
土
は
自
走
式

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
中
央
に
配
置
し
て
上
流
側
、
下
流
側

と
分
け
て
施
工
し
、
盛
土
の
進
捗
に
伴
う
面
積
が
狭
く
な

る
最
終
段
階
に
お
い
て
は
全
面
一
層
で
盛
立
て
を
完
了
し

た
。

　

盛
土
材
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
高
含
水
比
泥
岩
で
あ
る

た
め
、
事
前
試
験
で
は
コ
ン
ベ
ア
の
ベ
ル
ト
に
細
粒
分
が

付
着
し
、
ま
た
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
ホ
ッ
パ
ー
へ
の
材
料

投
入
速
度
が
早
ま
る
と
ホ
ッ
パ
ー
内
で
の
閉
塞
が
発
生
す

る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
ベ
ル
ト
に
は

高
分
子
樹
脂
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ベ
ル
ト
を
採
用
し
て
付
着
を

抑
制
し
、
ホ
ッ
パ
ー
に
は
側
面
に
ノ
ッ
カ
ー
二
基
を
配
置
、

内
側
に
は
高
分
子
樹
脂
を
塗
布
し
、
さ
ら
に
乗
継
部
に
は
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 浸透量観測施設

図 1　ダム堤体断面図

図 2　平面図
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1 

は
じ
め
に

　

旭
川
地
区
は
、
秋
田
県
内
陸
南
部
の
横
手
盆
地
に
位
置

す
る
三
、一
五
九
ha
の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
横
手
市
、
大

仙
市
お
よ
び
仙
北
郡
美
郷
町
を
ま
た
い
で
広
が
っ
て
い

る
。
同
地
区
の
農
業
水
利
施
設
は
、
国
営
雄
物
川
筋
土
地

改
良
事
業
（
昭
和
二
十
一
年
度
〜
五
十
五
年
度
）
に
よ
り

築
造
さ
れ
た
が
、
近
年
は
老
朽
化
が
進
行
す
る
と
と
も

に
、
ダ
ム
等
の
施
設
は
大
規
模
地
震
に
対
し
て
必
要
と
さ

れ
る
耐
震
性
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
に
損
傷

が
生
じ
た
場
合
は
地
域
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
ま
た
地
区
の
一
部
で
は
河
川
形
状
の
変
化
等

に
よ
り
取
水
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
農
業
用
水
の
安
定
供

給
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
そ
こ
で
国
営
耐
震
一
体
型

か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
ダ

ム
、
頭
首
工
お
よ
び
用
水
路
の
改
修
、
耐
震
化
対
策
、
取

水
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

当
社
が
改
修
し
た
あ
い
の
の
ダ
ム
は
、
昭
和
二
十
七
〜

三
十
六
年
度
に
か
け
て
造
成
さ
れ
た
ア
ー
ス
フ
ィ
ル
ダ

ム
で
、
供
用
開
始
か
ら
六
〇
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

耐
震
性
能
照
査
の
結
果
、
ダ
ム
堤
体
お
よ
び
取
水
塔
塔
体

が
基
準
値
を
満
た
さ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、「
旭
川

農
業
水
利
事
業　

あ
い
の
の
ダ
ム
改
修
そ
の
他
工
事
」
と

し
て
、
ダ
ム
堤
体
お
よ
び
取
水
塔
の
耐
震
補
強
お
よ
び
取

水
ゲ
ー
ト
等
の
改
修
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

2 

E
C
I
方
式
の
採
用

　
「
旭
川
農
業
水
利
事
業　

あ
い
の
の
ダ
ム
改
修
そ
の
他

工
事
」
は
、
特
に
施
工
条
件
に
厳
し
い
制
約
（
盛
立
工
事

は
約
二
ヶ
月
/
年
の
工
程
制
約
が
あ
る
こ
と
、
盛
土
材
料

が
変
質
し
や
す
い
性
状
で
あ
る
こ
と
等
）
が
あ
り
、
特
に

堤
体
工
事
に
お
い
て
は
既
設
堤
体
の
安
全
性
を
確
認
し
な

が
ら
品
質
・
工
程
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
技
術

的
難
易
度
が
高
く
、
標
準
的
な
工
法
の
適
用
が
困
難
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
本
工
事
は
技
術
提
案
を
広
く
公
募
し
、

最
も
優
れ
た
提
案
に
よ
り
工
事
目
的
の
達
成
に
対
応
す
る

技
術
提
案
・
交
渉
方
式
（
技
術
協
力
・
施
工
タ
イ
プ
、

E
C
I
：Early Contractor Involvem

ent

）
に
よ
り

発
注
さ
れ
た
。
技
術
提
案
の
結
果
、
当
社
が
優
先
交
渉
権

者
に
選
定
さ
れ
価
格
等
の
交
渉
も
成
立
し
た
た
め
、
施
工

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
東
北
農
政
局
に
お
い
て
は
、
抱

返
頭
首
工
整
備
工
事
に
続
く
二
件
目
の
E
C
I
方
式
を
活

用
し
た
工
事
で
あ
る
。

3 

ダ
ム
堤
体
耐
震
補
強
の
概
要

　

あ
い
の
の
ダ
ム
は
堤
高
四
〇
・
八
m
、
堤
頂
長

一
三
二
・
九
m
、
堤
体
積
二
九
三
、〇
〇
〇
㎥ 
の
均
一
型

ア
ー
ス
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
あ
る
。
耐
震
改
修
工
事
と
し
て
は
、

ダ
ム
既
設
堤
体
の
一
部
撤
去
二
〇
、〇
〇
〇
㎥ 
、
腹
付
盛

土
四
二
、八
〇
〇
㎥ 
、
法
面
工
五
、二
〇
〇
㎡ 
、
そ
の
他
付

帯
工
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
「
現
状
で
不

足
し
て
い
る
堤
体
の
安
全
率
一
・
二
を
確
保
す
る
高
さ
ま

で
の
腹
付
盛
土
工
事
」
と
「
耐
震
性
に
課
題
の
あ
る
パ
ラ

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
堤
頂
部
を
撤
去
し
再
築
造
す
る
工
事
」

か
ら
な
る
。
図
1
に
ダ
ム
堤
体
断
面
図
、
図
2
に
平
面
図

を
示
す
。

4 

腹
付
け
盛
土
の
施
工

⑴
盛
土
材
の
採
取

　

ダ
ム
天
端
道
路
お
よ
び
周
辺
の
市
道
は
幅
員
四
m
と
狭

隘
で
、
車
両
の
離
合
可
能
箇
所
も
少
な
い
た
め
、
大
量
の

腹
付
盛
土
材
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ECI方式活用による
あいののダム耐震改修工事の施工

清水建設株式会社　東北支店　あいののダム改修その他工事作業所 佐々木　文博
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目
詰
ま
り
感

知
セ
ン
サ
ー

と
反
射
板
を

設
置
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

当
初
は
六
〇

㎥ 
/
h
程
度

で
あ
っ
た
運

搬
能
力
が

七
五
㎥ 
/
h

ま
で
改
善
し

た
。

⑶ 

堤
体
の
掘
削
・
盛
立

　

既
存
ダ
ム
の
堤
体
上
と
い
う
限
ら
れ
た
施
工
エ
リ
ア
で

効
率
的
な
施
工
を
行
う
た
め
、
掘
削
・
盛
立
に
は
全
面
的

な
I
C
T
施
工
を
実
施
し
た
。
既
存
堤
体
表
面
の
撤
去
掘

削
に
お
い
て
は
面
管
理
を
実
施
し
、
水
平
・
垂
直
方
向
の

位
置
を
重
機
の
モ
ニ
タ
に
表
示
し
、
数
値
を
確
認
し
て
管

理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
に
よ
る
撒
出
し
で

は
、
天
端
標
高
を
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
て
管
理
し
、

撒
出
し
高
さ
三
〇
㎝ 
を
均
一
に
施
工
し
た
。
転
圧
に
お
い

て
は
、
振
動
ロ
ー
ラ
の
操
縦
席
モ
ニ
タ
に
既
転
圧
エ
リ
ア

が
転
圧
回
数
に
応
じ
た
色
で
表
示
さ
れ
、
全
て
の
施
工
対

象
エ
リ
ア
が
仕
様
通
り
八
回
の
転
圧
を
示
す
赤
色
で
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
締
固
め

未
実
施
箇
所
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
た
。

⑷
降
雨
に
よ
る
工
程
遅
延
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

腹
付
盛
土
に
用
い
た
泥
岩
は
、
降
雨
に
よ
り
密
度
や
透

水
性
等
の
品
質
が
低
下
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
降

雨
に
よ
る
影
響
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
以
下
の
対
策
を

実
施
し
た
。

• 

局
所
気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
K
I
Y
O
M
A
S
A
を
導
入

し
、
降
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
盛
立
面
を
三
%
の
排

水
勾
配
を
設
け
て
平
滑
に
転
圧
し
、
雨
水
を
速
や
か
に

排
除
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

• 

盛
立
箇
所
近
傍
に
は
大
型
シ
ー
ト
（
一
〇
×
一
五
m
、

最
大
二
〇
枚
）
を
配
置
し
た
。
各
シ
ー
ト
に
は
巻

上
機
を
取
り
付
け
、
降
雨
前
後
に
速
や
か
に
設
置
、

撤
去
が
可
能
な
構
造
と
し
た
。

• 

降
雨
後
に
大
型
シ
ー
ト
を
撤
去
し
た
際
は
、

R
I
計
器
と
近
赤
外
線
水
分
計
に
よ
り
盛
立
面

の
含
水
比
を
迅
速
に
測
定
し
、
適
切
な
値
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
作
業
を
再
開
し
た
。

5 

最
後
に

　

本
工
事
は
工
程
上
の
制
約
が
非
常
に
厳
し
く
、

盛
土
材
も
取
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
要
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
E
C
I
段
階
に
お
け
る
様
々
な
事

前
検
討
と
、
工
事
着
手
後
の
地
山
の
性
状
に
合
わ

せ
た
施
工
、
品
質
管
理
計
画
の
修
正
な
ど
を
行
っ

た
結
果
、
無
事
予
定
工
期
内
に
全
て
の
作
業
を
完

了
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
最
後
に
E
C
I
の
提
案

か
ら
施
工
完
了
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
頂
い
た
、
発

注
者
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
、
全
て
の
関
係

者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写真 2　堤頂部盛土状況

写真 3　投入ホッパー

写真 4　撒出し状況

写真 5　転圧状況

図 3　ベルトコンベア配置平面図

現 場
代 理 人
レポート

　本地区は、宮崎県児湯郡木城町及び川南
町にまたがる659haの水田地帯です。本地
区の営農は、水稲を中心に、水田の畑利用
によるはくさい等の野菜、飼料作物等を組
み合わせた農業経営が展開されています。
　しかし、高鍋川南開拓建設事業（昭和15
年度～昭和35年度）等により造成、改修さ
れた本地区の基幹的な農業水利施設は、老
朽化によりトンネル地表面の陥没や水路の
ひび割れ等により施設の性能低下が生じて
おり、農業用水の安定供給に支障を来して
いるとともに、維持管理に多大な費用と労
力を要しています。
　本事業は、これらの問題解決のため、施
設機能の保全と耐震化のための整備を一体的に行われています。
　その一環として、本工事は、主要幹線用水路白

しら

鬚
ひげ

川
がわ

サイホンの補修を行うもので、主な工事内容
は鞘管工法（鋼管φ1000mm）による管路更生工（L=185m× 3条）と 2箇所の水槽及び取付水路の改
修工事です。
　本工事には工程制限があり、かんがい期（ 3月10日～ 8月25日）には通水を行う必要があるため、
非かんがい期の期間に工事を行うというタイトな工程管理が求められます。
　現在 2年目の管路更生工の施工中ですが、発注者及び施設管理者と密に連絡を取り、営農に支障
を来さないよう工程を厳守するとともに、管水路内作業は酸素欠乏危険作業であることから、安全
管理を徹底しながら、高品質な構築物を提供できるよう努めてまいります。

川南原国営施設応急対策事業
主要幹線用水路白

し ら

鬚
ひ げ

川
が わ

サイホン補修工事

現場代理人

（写真右） ピーエス・コンストラクション株式会社

現場代理人　香月　　哲
監督職員

（写真左） 九州農政局　宮崎中部農業水利事業所

工事課長 吉永　康巳

監督職員からのエール

　本工事の主要幹線用水路白鬚川サイホンは、高低差25mのサイホンであり、斜面部におい
ては最勾配35.4°での鞘管工事を行うため、管の吊り込みや作業員の昇降などに際して安全
対策を施し、施工されています。
　さらに、現場の進入路は大変狭いため、地元住民の通行への配慮が非常に重要となってい
ます。
　このような中、現場代理人の香月所長は、近隣住民へ細かな工程説明を行うなど、関係者
と積極的にコミュニケーションを図り、良好な関係を構築し、各種調整を的確に実施してい
ただき、関係者から対応が適切であり素晴らしいと評価をいただくなど、円滑に工事が実施
され、大変感謝しております。
　本工事は、令和 7年度完成に向けて、引き続き関係者と連絡を密に行うとともに、安全対策
を行い、最後まで気を緩めることなく、無事故で
工事完成を迎えられるようよろしくお願いします。
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